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ジャカルタでは，例年，大規模な洪水が発生している．洪水発生後，発展途上国の都

市部では，不完全なインフラ整備によって病原菌が溢水に混入し，水系感染症が流行す

る．水系感染症は，汚染された水を飲用，または間接的に摂取することで生じる疾病で

ある．ジャカルタの洪水と感染症の関連について気候変動の影響を含めたモデルを作成

した福士（2014）によると，洪水による下痢症患者は将来的に増加すると述べられてい

る１）．  
水系感染症発症における最大の要因は，安全な飲料水の不足である．洪水後に汚水の

混じった井戸水を飲用することは，主要な感染経路である２）が，インドネシアの家庭で

は，地下水を井戸から汲み上げて利用してきた. ジャカルタでは，地下水への海水混入

や地盤沈下といった問題もあり，これを受けた政府は，代替水源として管路給水（以下，

水道）の普及に取り組み始めた３）．ただし，一般家庭では，複数の水源を併用している場

合が多く４），近年では，井戸水や水道水に加え，飲料水としてボトル水を購入する人が

増加している． 
これまで，多様な水利用形態を踏まえた洪水後の水系感染症罹患の実態やその関連に

着目した研究はジャカルタにおいてあまりなされてこなかった．また，洪水被災地域の

住民の多くは低所得者層であるものの，被災，および罹患状況についての公的なデータ

は少ない． 
本発表では，2020 年のジャカルタ都市洪水の被災地域において，実際の水利用形態と

被災状況，感染症罹患状況を示し，感染症発症の要因となりうる要因や行動を明らかに

する． 
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